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般社団法人

ピ ー

スボ ー ト災書ボランティアセンタ ー

わが家の災害対応ワ ー クショ ップi n 仙台
～ 各家庭に必要な災害対応を考えよう ! ～

2 0 1 4 年

1 0 月2 5 日( 土)
1 4 :3 0 ～ 1 6 : 0 0

2 0 名
※最少催行人数5 名

無料

ご予約 ･ お問 い合わせ

みやぎN P O プラザ

第2 会議室

住所 : 宮城県仙台市宮城野区欄ケ 岡5 番地

電車 : J R 仙石線瑠ケ 岡駅下車 徒歩7 分

バス : 仙台市営バス ､ 宮城交通

｢ 第四合同庁舎前｣ 下車 徒歩3 分

℡ 0 3 - 3 3 6 3 - 7 9 6 7 ( 1 0 : 0 0 - 1 8 : 3 0 / 土 日祝定休)

＼オン ライン予約受付中 ! /

ピ ー スボ ー トセ ンタ ー

い しの まき 冠詞



防災に関する情報は ､ 様々 な機関か ら多く提供されて い ます ｡

しか し､ 私たち はどれ ほ どそ れらの情報を活用 で きて いるで しよ うか ｡

｢ わが家の災害対応ワ ー クシ ョ ッ プ｣ で は ､ 家族 の ライ フ スタイルや自宅の状況 ､ 地域の特

性に合わせて ､ 被災 した状況をイメ ー ジ しなが ら､ 具体的 に ｢ わが家｣ で 役 に立 つ 災害対応

や備えを考えます ｡

誰で も使える ｢ わが家の災害対応ワ ー クブック｣ (小冊子) を使用しなが ら､ 小グル
ー プに分かれて各家

庭に必要な災害対応や備えを検討 します ｡ ワ ー クシ ョ ッ プ終了後 には､ 家族で話 し合うべき事や備え に必

要な内容が分かります｡

◆第1 部◆ 身のまわりを知る

家族の日常生活を確認 し ､ 自宅に潜ん

で いる危険性､ 地域の特徴な ど身のま

わりを知る｡

◆第2 紳◆ イメ ー ジする

自分自身ま たは家族が被災 した状況を

想定し､ そ の後7 2 時間以内に起 こるで

あろ う出来事を､ ｢ 災害イメ
ー ジシ ー

ト｣ を使っ て具体的にイメ
ー

ジ する ｡

◆第3 部◆ 対応を考え る

災害時に必要な基本的な対応 方法や知

識の情報共有を行 う ｡ また､ 各家庭で

必要な備えや対応を考える ｡ 家に帰っ

て から家族で話 し合う べ きこ とを確認

する ｡
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● 筆記用具
● お住まいの地域 の避難場所

･ 避難所が掲載されて いる地図 ｡

(例えば : ハ ザ
ー ドマ ップ､ 防災マ ッ プ ､ 避難所マ ッ プ な ど)
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般社団属人 ピ ー スボ ー ト災害ボランティ アセンタ
ー

( P 8 V) とは

東日本大震災をはじめ ､ 全国の被災地で の支援活動を行う
一

般社団法人です ｡ 東日本大震災では ､ 大きな被害を受 け

た宮城県石巻市と女川町 に事前研修を受けたボラ ンテ ィ アを派遣 し､ 多様な支援プロジ ェ ク トを展開｡ 日本の若者は

もちろん ､ 多国籍の国際ボランティ アや企業ボラ ンテ ィアな ども積極的に受け入 れ ､ 震 災後約2 年で延 べ8 万 人以上の

活動をコ ー ディネ ー トしました ｡ P B V で は ､
これまで の災害支援の経験を基 に防災 ･ 減災 へ の取り組み として ｢災害

ボランテ ィア ･ トレ ー ニ ンク｣ や防災教育な どを全国で実施 して い ます ｡


